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 以上の背景の下、本論文では高度な地物データ GIS の自動構築手法を提案・検討した。













た従前の HYPE モデルによる流出予測結果と比較した。その結果、U-HYPE モデルでは、
特に夏季の降雨時における流出予測精度が向上することを示し、浸透・不浸透特性を考慮
したポリゴン型土地被覆データが洪水流出解析の高精度化に資することを明らかにした。 
 第３章では、1/2500 地形図標準データから道路縁データおよび建物外周線データを抽出
し、グラフ理論の閉路構築手法を適用することにより、高度な地物データ GIS 構築のベー
スとなる街区・道路ポリゴンおよび街区内に含まれる建物ポリゴンを自動構築する手法を
提案した。本手法を神田川上流域に適用した結果、99%以上の街区・道路ポリゴンおよび建
物ポリゴンを自動構築できることを示した。 
 第４章では、道路ポリゴンを、道路表面流の解析に必要な「微小道路要素」に分割する
手法を提案した。本手法では、まず道路ポリゴンを交差部と単路部とに分離し、単路部は
道路進行方向に対して垂直および平行に分割し、交差部は単路部に整合させるように分割
することで、微小道路要素を構築した。さらに、本手法を応用することで道路ネットワー
クデータの自動構築手法を提案した。これらの手法を神田川上流域に適用した結果、全て
の単路部および 99%以上の交差部において適切な形状で微小道路要素が構築され、また、
従来の手法では自動構築が困難であった複雑形状の交差部においても、適切な形状で道路
ネットワークデータが自動構築されることを示した。 
 第５章では、街区ポリゴンを、浸透・不浸透特性を考慮して街区内土地利用地物要素に
分割する手法について検討した。まず街区ポリゴンを、柵、塀、植生界および区域界で一
次分割し、次いで、地図記号を母点とするティーセン分割法、建物を考慮したスケルトン
法、微小道路要素の分割線起点を固定点とする不整三角形網発生手法の 3 手法によって二
次分割する手法を提案した。そして、これらの手法を実際の街区に適用し比較検討するこ
とにより、各手法の街区ポリゴン分割特性を明らかにした。 
 最後に第６章は結論であり、本研究で得られた知見をまとめると共に、今後の課題等に
ついて述べた。 
